タリウムシンチグラフィーは、良性軟部腫瘍と悪性軟部腫瘍を鑑別するための有効な画像診断である by Kawakami, Naoaki
氏 名
授 与 し た 学 位
専攻 分 野 の名 称
学 位 授 与 番 号
学位 授 与 の 日付
学 位 授 与 の要 件
学 位 論 文 題 目












論 文 審 査 委 員 教授 三好 新一郎 教授 浅海 淳一 准教授 貞森 裕



















論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究はタリウムシンチグラフィーを用いて､良性軟部腫癌と悪性軟部腫
癌の鑑別が可能であるかを検討したものである｡192症例という多くの症例
を対象とし､タリウムの取り込みをtumor-to-backgroundratio(TBR)で定量化
して評価している｡その結果､早期相と遅延相のいずれにおいても､悪性軟
部腫癌の平均TBR値は良性軟部腫癌の平均TBR値より有意に高値であるこ
と､また､早期相と遅延相のいずれにおいてもTBR.が20%以上では､高い
感度､特異度で悪性の可能性が示唆された0本研究は､タリウムシンチグラ
フィーが良性軟部腺癌と悪性軟部腫癌を高い確率で鑑別できる有効な診断
法であることを証明したものであり､価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
